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Abstract:　The effects of the wing-form of the parent, the larval density and the seasonal
effect on the wing-form of viviparous females from Japanese aphids were investigated in
the laboratory experiments, and the following 6　wing-forms were obtained from the re-
suits. Wing-form l : A11 adults emerged were 耳lacropterae irrespective of the larval densi-
ty[Ｔｍｎｃａｌｌｉｓ　tafeachilｗｃｎsiｓ　HiGUCHI, 　Ｔ. ｕlmiｔｏｎ･ｉｆｏｌｉａｅ　Matsumura, T,にＺｄﾙ田αｇ
(ＴＡＫＡＨＡＳＨＩ)，Saｒｕcallis feafｕｕｏａｌｉｉｏｆｅａｌａｍ(ＫＩＲＫＡＬＤＹ)]．
ぺA'^ing-form H : A11 adults emerged from １０Ｗ larval densities were brachypterae and the
rates of the macropterae increased with increasing density in the むxperiments using two
wing-forms of the parent [Ｍyｚ叱αμ砲旨1バcola (Matsumura)]．
Wing-formⅢ: All adults emerged from １０Ｗ larval densities were apterae and the rates of
the macropterae increased with increasing density in the experiments using two wing-forms
of the parent [ﾉ1夕his eraぼivora Koch,Sitnbin箕硫ebiaeShinji].
Wing-form lv: A11 adults emerged from １０Ｗ larval densities were apterae and the rates of
the macropterae increased with increasing density in the experiment of the apterous parent.
A11 adults emerged were apterae irrespective of the larval density in the experiment of the
macropterous parent [Ａt)Hiｓ ｇｏｓｓｙｂｉｉGlover,Ｍｙｚｕｓ　ｔｅｒｓｉｃａｅ(Sulzer)].
Wing-form ｖ: All adults emerged from ａ１１colonies at some seasons of the year were apter-
ae [Neo吟声呻厄ｓ ｔｏｄｏｃ叫fitTakahashi, Cap伽鉾Ｑｍｓｿ'ormosa山畑siae (Takahashi)].
Wing-form vl: A11 adults emerged were apterae irrespective of the larval density through
the year レItarsaphis que-rでｗ ＴＡＫＡＨＡＳＨＩ]．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　言
　アブラムシ類は農作物の苗を植付ける時に発生していなくても時間の経過とともに発生して作物
に被害を与える場合が多い．このような発生は周辺部から有麹型胎生雌成虫が飛来してきた結果で
ある．従って，アブラムシ類の防除に必要な発生生態の解明のためには有機型胎生雌成虫の出現様
式や生態について詳しく調べる必要がある．
　アブラムシ類胎生雌虫の麹型は一般に有麹型と無機型が出現する種が多いため，アブラムシ類の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(１)
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極型についての研究ではこの両麹型についての報告が多い(ＫＡｗAI)A1)，河田2)，ＮＯＩ)A3)，野田4)，
野里5)，高岡6)).しかし，羽化してくるアブラムシ成虫には長麹型，短麹型及び無極型があって，
長極型のみの種から無極型のみの種まで種々の組み合わせの極型が存在することを簡単に説明して
いる報告がある(ＨＩＧＵＣＨＩ７)，森津8)，柴田9' 10)宗林11-16)高橋"＼ Takahas?8)，ＴＡＩ(ＡＨＡＳＨｌ
and ＳＯＥ?9))バアブラムシ類の長麹型と短麹型の名称についてはDlｘｏｘ2o･21)に従った．その結果，
従来の有極型成虫は長麹型成虫，退化極型成虫は短麹型成虫とする)．これらの報告通りに種々の
麹型が存在するなら従来のアブラムシの極型と移動分散に関する研究を見直す必要がある．残念な
がら，これらの報告は極型の出現を明らかにするための実験としては必ずしも充分な実験計画に基
づいているとは言えず，又具体的な資料が示されていない場合が多いので，現状ではどのような麺
型が存在すると言えるのか正確には明らかでない．従って，アブラムシ類の移動分散を明らかにす
るためにはどのような麹型が存在するのかを実験によって確かめて，その結果をまとめることが必
要である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
　そこで，多種のアブラムシを用いて，親の極型，幼虫期の生育密度及び季節的要因による影響を
考慮した実験を行ない，その結果から６極型が存在することが確認できたので報告する．
材料及び方法
　確認できた種ごとの麹型を類別すると全部で６型になった．各型の実験は次のような方法で行
なった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入
第１型　マダラアブラムシ亜科Callipterinaeに属するタカチホマダラアブラムシＴｉｎｏｃａｌｌｉｓ tａｋａｒ.hi'
hoensis HiGUCHi,ニレマダラアブラムシＴ.　ｗlmiｔａＴｖｉｆｏｌｉａｅMatsumura,ケヤキマダラアブラムシＴ.
ｚｅtfeo剛'ae(T八I(八Ｈ人SHi)及びサルスベリマダラアブラムシSarucal励加hawaluokalaiiバＫＩＨ八LI)Ｙ)の
４種を実験に用いた. 1992年に高知県南国市にある高知大学農学部構内でタカチホマダラアブラム
シとニレマダラアブラムシはアキニレＵｌｍｕｓ似ｉｒｖifoliaから，ケヤキマダラアブラムシはケヤキ
Zelfeoｕａ　ｓｅｒｒａtａから，サルスペリマダラアブラムシはサルスベリ£agerstroemia叙加αから，それぞ
れのコロニーを採集して室内で増殖させた個体を実験に用いた．４種とも飼育中の個体から羽化後
まもない長短型成虫をそれぞれ10～15頭取り出し別の飼育ゲージでそれぞれの寄生植物に産子させ
た．４種とも24時間以内に生まれた１齢幼虫をそれぞれ１葉(約４?)当たり1,5,10及び15頭ずつ
接種して成虫になるまで25±1℃，15時間照明下で飼育し，羽化後に成虫の前知長と体長を測定し
た．
第２型　マダラアブラムシ亜科に属するクリマダラアブラムシ助Ｊ?臨政庇出(Ｍ人IS四回Ａ)の
コロニーを1992年に高知大学農学部構内のクリＣａｓtａｎｅａ ｃｒｐＭａtａからを採集した．採集した個体は
室内で増殖し，飼育中の個体から羽化後まもない長短型成虫と短麹型成虫をそれぞれ10～15頭取り
出し別の飼育ゲージで産子させた．両短型の親から24時問以内に生まれた１齢幼虫をそれぞれ１葉
(約4 en?)当たり1 , 10, 20及び30頭ずつ接種して成虫になるまで25±1℃，15時間照明下で飼育し，
羽化後に成虫の長麹型と短麹型の数を調べた．短が腹部より明らかに長い個体を長短型，短が腹部
の中央部分までしかない個体を短短型とした．
第３型　アブラムシ亜科Aphidinaeに属するマメアブラムシＡｆｔhiｓ ｃｒａｃｃｉｖｏｒａＫＯＣＨとムギヒゲナ
ガアブラムシSitｏｂｉｏＭafeebiae･Shinjiを実験に用いた．マメアブラム.シのコロニーは1992年に高知大
学農学部構内のソラマメVicia fabaから，ムギヒゲナガアブラムシのコロニーは1996年に同構内の
アケビ醤細心啓細叙zから採集して室内で飼育した．飼育中の個体から羽化後まもない長短型成虫
と無短型成虫をそれぞれ10～15頭取り出し別の飼育ゲージでマメアブラムシはソラマメに，ムギヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２)
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ゲナガアブラムシはスズメノテッポウメ1阿。ａａｓ皿μ4dバこ産子させた．両麹型の親から24時間以
内に生まれた１齢幼虫をそれぞれ１葉（約４?）当たり1, 30, 50, 75及び100頭ずつ接種して成
虫になるまで，20±1℃，15時間照明下で飼育し，羽化後に成虫の長損型と無損型の数を調べた．
第４型　アブラムシ亜科に属するワタアブラムシメiphis gossypii Gloverとモモアカアブラムシ
Ｍｖｚｕｓ　ｔｅｒｓｉｃａｅ(Sulzer)を実験に用いた．ワタアブラムシのコロニーは1992年に高知大学農学部構
内のヤブガラシCayratia japo雨じαから√モモアカアブラムシのコロニーは1993年に同構内のダイコ
ンＲ呻ｋ認諾ｓ ｓａtiｖｕｓから採集して室内で飼育した．飼育中の個体から羽化後まもない長損型成虫と
無損型成虫をそれぞれ10～15頭取り出し別の飼育ヶ－ジでそれぞれの寄主植物に産子させた．両建
型の親から24時間以内に生まれた１齢幼虫をそれぞれ１葉（約４?）当たり1, 30, 50, 75及び
100頭ずつ接種して成虫になるまで，20±1℃，15時間照明下で飼育し，羽化後に成虫の長麹型と
無麹型の数を調べた．
第５型　ムレアブラムシ亜科Thelaxinaeに属すると推測されるマキノアブラムシＮｅｏ陣営呻旨ｓ
御加ｃαポＴ八KAHASHIとアブラムシ亜科に属するヨモギクギケアブラムシＣａt)itoi)ｈｏＴｕｓ　foｒｍｏｓａｒt≪mi-
siae (T八I（八ＨＡＳＨＩ）を実験に用いた．マキノアブラムシの実験は1994年に次のように行った．高知
大学農学部構内のイヌマキＰｏｄｏｃａｒｄＭｓ　ｍａぴｏｔｈｙllｕｓから，春（３月下旬～４月中旬），初夏（５月
下旬～６月下旬）及び夏/（6月下旬～７月中旬）に本種の発生している小枝をそれぞれ8～10本採
集して，室内（22±3℃，自然日長）で５日間飼育して出現した成虫の長損型と無麹型の数を調
べた．夏の個体は初夏に出現した長短型成虫が産子した個体であった．ヨモギクギケアブラムシの
実験は1996年に次のように行なった．同構内のヨモギArtemisia princゆｓから本種コロニーを採集
して実験に用いた．５月上旬に採集した５コロニーを１葉（約４?）に１コロニーで室内飼育（20
±2℃，自然日長）を始め，個体数が多くなった５月下旬から７月中旬まで旬ごとに出現した成虫
の長損型と無損型の数を調べた．損型調査をした後には飼育に用いた葉を新しい葉に変えた．両種
とも出現した長損型の個体は解剖して卵巣内に胚子があることを確認して，その個体を長損型胎生
雌虫とし穴．
第６型　ムレアブラムシ亜科に属するウバメガシアブラムシAtarsa錬仙quercus Ｔ八ｎＨ八SHIを用い
て次のような実験を行なった. 1992年４月から1993年３月まで，高知大学農学部構内のウバメガシ
Ｑｗｅｒｃｕｓ坤硯yｍ心血Sから２ヶ月おきに本種が発生している小枝を調査ごとに７本ずつ採集し，気
温と日長が自然に変化する室内で５日間飼育した後に１齢幼虫だけを残して飼育を続けて成虫に
なった時に麹型を調べた．
結　　果
第１型　タカチホノマダラアブラムシ，ニレマダラアブラムシ，ケヤキマダラアブラムシ及びサルス
ペリマダラアブラムシを用いて行なった短型に関する実験結果をFig. 1に示すに４種とも若干の
ばらつきはあるものの，前短長／体長の値は幼虫の生息密度に関係なくすべて１より大きかった．
４種とも前短長は体長より長かったので，長麹型のみが出現したことになる．
第２型　クリマダラアブラムシを用いた麹型に関する実験結果をFig. 2に示す．長麹型と短短型
を親にした両区とも，低密度では短短型のみが出現し，密度が高くなるにつれて長短型の出現率が
高くなる傾向を示した．長麹型が親の場合に長短型の出現率が短短型を親とした場合よ万若干高
かった．
第３型　マメアブラムシとムギヒゲナガアブラムシを用いた短型に関する実験結果をFig. 3に示
す．２種とも長短型と無機型を親にした区は，いずれも低密度では無麹型のみが出現し，密度が高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３)
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くなるにつれて長植型の出現率が高くなる傾向を示した．
ダラアブラムシの長掻型を親にしか場合と同じであった．
麹型を親とした場合より若干高かった．　　　十
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Fig. 1 . Relation between the number of the larvae per leaf and length of fore- wing per body length
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Fig. 3 . Percentages of apterae to the total number of offsprings which were reared at different
　　　　　　　densities in the larvae which were　deposited by apterous （○）ａｎｄｍａｃｒoptｅｒｏｕｓ（●）
　　　　　　　adults of Aphis craccivora and Ｓｉtobtｏ箕浦ｅｂｉａｅ,respectively. Vertical bars indicate the
　　　　　　　standard deviation.
第４型　ワタアブラムシとモモアカアブラムシを用いた麹型に関する実験結果をFig. 4に示す．
２種とも無麹型を親にした区では，低密度では無麹型のみが出現し，密度が高くなるにつれて長麹
型の出現率が高くなる傾向を示した．この結果は第３型のマメアブラムシとムギヒゲナガアブラム
シの無麺型を親とした場合と同じであった．それに対して，長槌型を親にしか区では，２種とも密
度に関係なくすべて無辺型のみが出現七，第３型の２種の長麹型を親とした場合とは明らかに異
なっていた．
第５型　マキノアブラムシを用いた麹型に関する実験結果をFig. 5に示す．春（３月下旬～４月中
旬）と夏（６月下旬～７月中旬）に発生した個体群では密度に関係なく無麹型のみが出現したレそ
れに対して初夏に発生した個体群では低密度では無麹型のみが出現するが，密度がある程度高い場
合には長廸型が出現した．ヨモギクギケアブラムシを用いた廸型に関する実験結果をFig. 6に示す．
５月下旬と６月上旬の個体群では低密度では無麹型のみが出現し，高密度になるにつれて長廸型が
出現するようになづた．ただし　６月上旬の個体群での長辺型の出現率は５月下毎より低かっか．
６月中旬から７月中旬までの個体群では密度が高くても無麹型のみが出現した．
第６型　ウバメガシアブラムシを用いた植型に関する実験結果をFig. 7に示す．１年間を通して，
密度に関係なく無麹型のみが出現した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
18
100
80
60
??????
? ?
?????????????????????
??
80
60
40
大学学術研究報告　第45巻(1996年）農　　学
　卜恟卜ゝＪゝｓ
ゝ
憎
ヽヽヽ、、、
ワタアブラムシ
Afhiｓ ｇｏｓｓｙｂii
モモアカアブラムシ
ＭＶＳＩＡＳｂｃｒｓｉｃａｅ
¬
0　　　　20
宰。
几 ???????
~-^
.
　　　　　　　ゝ"･>v
^
　　　　f
-.
　　　　　　　　　　　　　　　－
40 60 80
???
100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Numher of larvae/leaf
Fig. 4 . Percentages of apterae to the total number of offsprings which were reared at different
　　　　　　densities in the larvae which were deposited by apterous （○）ａｎｄ macropterous （●）
　　　　　　adults of Aphis即認分有andＭｙｚｕｓ ｂｅｒｓｉｃａｅ,respective!y. Vertical bars indicate the Stan-
　　　　　　dard deviation.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上
100
80
100
????
?
????｝??
??
100
80
○‘--O―-o-o”‘○゛
｀○’゛’○゛ヽ○-○、
　　　　　　犬　　　　　　　　　　｀○
Early summer
Summer
０ 20 　　　　40
Total number of
　60
adults/shoot
80
（６）
Fig. 5 . Percentages･ of apterae to
　　　　　　the total number of adults
　　　　　　which were collected from
　　　　　　colonies　of Neophyllaphis
　　　　　　ｐｏｄｏｃａｒpi on shoot of Ｐ?∂一
　　　　　叫砂公　macro夕勿μｗ　at
　　　　　　different seasons. The lar-
　　　　　　vae　on　shoot in summer
　　　　　　season were deposited by
　　　　　　macropterous adults.
∧
100
?????????
100
80
100
80
100
　80
日本産アブラムシ胎生雌虫の６掻型（野里）
　　Ｏ-、－.、＿
Late May
－○-一一
－一一○
　　　゛゛゛○-一一○
　　　○－－－－－－”-O--―O―-O--O
Early June
○一一－一一一一－-O-O--O-O
o o･○----○○
　　　　　　○－－－－－－－－○－－－－○---(χ)
Early July
○－－一一一一－ ○--○---○-○
19
　　　　　　　　　　　　　0　　　20　　40　　60　　80　　100　0　　　20●　　40　　60　　80　　100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Totalnumher of adults/leaf　　　　　∧
Fig. 6 . Percentages of apterae to the total number of adults of Capitophorusルrnwsartemisiae which
　　　　　　　were reared on leaf of Artemisia princゆｓ at different seasonsよ
100
???
? ??????
? ?
?????????????????｝??
?
80
o一一一一一一○一一一一一一Ｏ－一一一一○-一一-○-一一○Ｏ
　April～May
－－－－－－－－○--○－－－○－－－○---○○
August～September
○－－－－－○－－－－－－○--○--○----〔χ〕
　December～January
o―. o o- -o--o―oo
　February～March
　　　　　　　　　　0　　20　　40　　60　　80　　拍0　0　　20　　40　　60　　80　　100
　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　Total numher oflarvae/shoot
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　　　　　at different seasons.
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form
Ｐ． Macroptera(M) Brachyptera(B) Aptera(Ap)
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Ｉ ●
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Fig. 8 . Schematic presentation of
　　　　　SIX wing- forms of VlVl-
　　　　　parous　　females　　from
　　　Japanese aphids. P. and
　　　　　Of. indicate the parent of
　　　　　the　aphids　and　thier
　　　　　offsprings, respectively･
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まとめ　第１型から第６型までの実験結果をまとめたもめをFig. 8に示す．長廸型成虫は第１型
では全体を占めるが√第２型からから出現割合が低下し始め，第５型では１年のうちあるシーズン
にしか出現しなくなり，第６型では完全に出現しなくなる．それに対して，無掻型成虫は第１型で
は出現しないが第２型の短掴型成虫にその性質が見え始め，第３型から完全な無麹型になり，第４
型から次第に出現割合が大きくなって，第６型では全個体に及ぶようになる．
考　　察
第１型　タカチホマダラアブ.ラムシ，ニレマダラアブラみシ，ケヤキマダラアブラムシ及びサルス
ペリマダラアブラムシの麹型についてはこれまで有麹型のみであるという簡単な説明がなされてき
た(Higuchi乙小林22)小林・滝沢23)森津8)，奥野ら24))が，その麹型が密度によって変化す
るのか否かは実験がなされておらず不明のままであった．今回の実験結果から４種は繁殖シーズン
は密度に関係なく長麹型のみが出現することが確認された．この結果は，これら４種の麹型は密度
等生息条件に影響されないことを示し，アブラムシでは一般に生息密度によって麹型が影響を受け
るとする説明とは明らかに異なることを示しでいる．上記４種以外にも長麹型のみであるとする種
が日本から多数報告されている(Higuchソ))ので，日本産アブラムシの中には繁殖シーズンは長
麹型だけの種がかなりいるものと思われる．なお，日本産以外のアブラムシでは，Ｄ川ｂａｎｏｓi{}ｈｕm
platａｎｏｉｄｅｓ(SCHR.)が長麹型だけとして知られている(Dlｘｏぐ5)).
第２型　クリマダジアブラムシは有辺型と退化麹型が知られている(柴田9･ 1o))が，退化麹はそ
の名称から一時的に出現する奇形ではないかとの疑問もあり，その実態は不明のままであった．又
両建型をそれぞれ親とした場合，生まれてくる幼虫が異なる密度で生育して成虫になった時の麹型
がそれぞれどうなるかについても調べられていない．今回の実験結果から短麹型は常時健全な形で
出現することが明らかになった．すなわち，本種は両麹型を親とした場合，いずれも繁殖シーズン
は低密度では短麹型だけ，密度が高くなるにつれて長麹型が増加する．この結果は日本産アブラム
シにも繁殖シーズンには密度の影響を受けて長知型と短麹型の出現率が異なる種がいることを示し
ている．現在，日本からは短麹型を示す種は本種だけしか知られていない．今後追加される種が発
見されることを期待する．なお，日本産以外のアブラムシでは, Ｄｒｅｔａｗｏｓiｔｈｕｍ　diｘｏｗiHillRis
L八回Ｅ臨が長麹型と短麹型であることが知られている(ＤＩＸｏｘ2o･ 21)八
第３型　マメアブラムシはオーストラリア南部産では長麹型成虫の産んだ個体の中に長麹型になる
個体が存在することが簡単な説明で報告されている(Johnson and ＢＩ匹S26))が，親の麹型と密度
の影響との関係については調べられていない．又日本産についてはまったく実験されていない．今
回の実験結果からマメアブラムシの両麹型成虫の産子した１齢幼虫を異なる密度で飼育すると，い
ずれも低密度では無麹型だけであったが，密度が高くなるにつれて長麹型の割合が高ぐなることが
わかった．ムギヒゲナガアブラムシは両麹型の親が産んだ個体とも高密度になるにつれて有麹型の
出現率が高くなることが報告されている(ＮＯＤｊ))が，この実験は全暗期で実施されているので，
出現した有麹型成虫は胎生虫でない可能性もありその実態が不明のままであった．今回15時間照明
下で実験した結果，いずれの麹型の親の場合も低密度では無麹型だけが出現し，密度が高くなると
長麹型の出現率が高くなることを確認した．以上の結果は，マメアブラムシとムギヒゲナガアブラ
ムシの長麹型成虫は第２型の長麹型成虫が示す性質をまだ保持していることを示している．このよ
うに日本産アブラムシで長麹型と無知型が出現する種でも長麹型成虫が第２型の長麹型成虫と類似
の性質を持っている種がいるので，そうでない種と区別する必要があり，今後実験によって明らか
にしていくことが求められている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８)
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第４型　ワタアブラムシではコロニアの個体数が増加するにつれて有態型成虫の出現が多くなるこ
とは知られている(河内27)松崎28･ 29)松崎・桐谷30)野里5)，ＲＥＩ皿八砥)3i)トが，両建型を親
とした実験は断片的な報告があるに過ぎない(野里5)，ＲＥＩＨＪＩ)31))ト今回の実験結果により，無
殖型を競七しか場合に，密度が高くなるにつれて長態型が出現する傾向があるが，長麹型を親とし
た場合は密度に関係なく無態型だけであることが明らかとなった．モモアカアブラムシの日本産個
体群についての態型に関する実験結果が今のところないので，実態は不明のままであづた．今回の
実験結果から本種の麹型の出現様式はワタアブラムシの結果と同じであることが明らかになった．
以上の結果は，ワタアブラムシとモモアカアブラムシの長態型成虫は第３型のマメアブラムシとム
ギヒゲナガアブラムシの長麹型成虫とは明らかに異なっていることを示している．日本産アブラム
シの多数の種がこの第４型に属するものと考えられるが，第３型と区別するために両麹型を親にし
た実験が必要である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ
第５型　マキノアブラムシの胎生の長知型については，これまで発表された生活史の説明の中に出
てこない(柴田1o))ので，その実態がまったくわからないままであった．今回の実験の結果，初
夏(５月下旬～６月下旬卜に出現する個体群に胎生の長短型が出現することがわかった．又春(３
月下旬～４月中旬)と夏(６月下旬～７月中旬)の個体群は個体数が多くなっても胎生の長態型は
出現しないこともわかった．夏の高密度の個体群から長麹型が出現しなかったのは今回用いた個体
群が初夏に出現した長麹型成虫が産子した個体であったことも関係している．又ヨモギクギケアブ
ラムシではこれまで胎生の長態型成虫の発生消長についての報告はなかった．今回の実験結果から
本種は５月下旬から６月上旬に胎生の長態型が出現するが他の時期には個体数が多くても長態型成
虫が出現しないことが明らかになった．以上のように，両種は繁殖シーズン中のある期間だけしか
胎生の長態型が出現しないことを示し，第４型のワタアブラムシやモモアカアブラムシの長態型出
現様式とは明らかに異なっている．このような出現様式は密度や日長による影響とは考えられない
から，出現に及ぼす要因については今のところ不明である．日本産アブラムシではイスノフシアブ
ラムシＮｉＷｊｏｗａtiliiｓdiｓtｙｌｉｉｃｏｌａＭＯＮｚＥＮとモンゼンイスアブラムシN. monzeni ＴＡＫＡＨＡＳＨＩが完全生
活環型の個体群では寄主植物間移動世代でのみ長態型が出現し，不完全生活環型では無態型のみが
出現することが知られている(森津8)，宗林11･ 15･ 16) ＼ので第５型に属する可能性がある．しかし
両種の態型に関して詳しい実験がなされていないから，今後胎生の長態型成虫の発生生態争詳しく
調べる必要がある．　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
第６型　ウバメガシアブラムシは無態型のみ出現することが知られている(宗林12･ 14･ 16))が，
　１年間を通した発生状況や生息密度の影響があるのか否かについての実験がなされていないので，
　これまで無態型のみと結論できなかった．今回の実験結果からウバメガシアブラムシは年間を通し
　て密度に関係なく長態型が出現しないことが明らかになった．このことは，本種の態型は環境条件
　に影響されないことを示し，遺伝的に決まっている可能性がある．日本産アブラムシでは，ヨメナ
　アブラムシAleuwdaphis a山畑Takahashi et SORIN,ピヤナンムネアブラムシＡＵｏtHoｒａｃａ-bhiｓ
　{ｎｍｔieｗｓiｓＴＡＫＡＨＡＳＨＩ，カシムネアブラムシＤｅｒｍａｏｉ}Kiｓ　iaｔｅｆｗｅｔiｓiｓTakahashi,ナラムネアブラムシ
　八rathoracaphis setigera (Takahashi)が無態型のみ出現することが知られている(宗林1町Ｔ八I(八･
･HASHI18)，　Takahashi and SORIN 19))ので，第６型に属する可能性がある．しかし，実証した実験
資料がないので今後無態型だけで生活していることを実証する実験が行なわれることを期待する．
まとめ　アブラムシ類の態型の出現傾向は長態型の種から後に無態型が派生したであろうと推測さ
れている(河田町高岡6))が，具体的な研究例は見られない．種ごとに出現する態型につては簡
単な説明がなされてきた(ＨＩＧｕcHI7)，森津8)，柴田9･ 10)宗林11-16)高橋槙，Ｔ人l(八Ｈ八SHド8)，
Takahashi and SORIN 19))が，具体的な資料が示されていないこともあって，これらの態型が事実
(９)
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か否かもはっきりしないままであったレ高橋17）はアブラムシ（類の麹型を７型に類別する試みをし
ているが，無短型のみの種が含まれていないこと，幹母から何世代目に有麹型が出現するかで型分
けを行っていること及び具体的な資料がないので各麹型の確認ができない等の欠点があった．従っ
て，アブラムシ類の出現する麹型は親の短型，密度及び季節的要因の影響を考慮した生態学的な違
いに基づいた類別が必要である．今回の実験の結果，日本産アブラムシ類は６短型に類別できるこ
とが具体的な実験資料により明らかになづた．今回の結果は第１型から第６型に向かづて長辺型の
性質の出現が徐々に減少するにともなって無麹型の性質の出現が次第に増加してくる型に分けられ
た．ただ，理論的には，長麹型一短麹型一無短型を示す種及び短短型一無姐型を示す種が考えられ
るが，今回の実験では見いだすことができなかった．今後の研究に期待したい．今後は第１型から
第５型までの各型に出現した長短型成虫の性質を明らかにする必要がある．何故なら，従来の報告
では長短型成虫の羽化後の行動について４期説（テネラル期，長距離移動期，飛翔・産子期，定着
期）（ＭＯＥｎｌｃｌ（E32）），3期説（テネラル期，飛翔・産子期，定着期）（ＪＯＨｘsｏ?3･ 34)＼及び２期説（テ
ネラル期，飛翔・産子期) (Dixon 25））が知られているか，どの説が正しいのかさえはっきりしな
いからである．おそらく，今回分けた型によって，或は種によって羽化後の行動が異なっている可
能性があるものと推測される．又第６型は無短型だけなので，どのような移動分散を行っているの
か明らかにする必要がある．
要　　約
　日本産アブラムシ胎生雌虫の廸型に及ぼす親の麹型，幼虫期の生息密度及び季節的要因の影響を
室内実験で調べ，次のような６廸型が存在することが確認された．
第１型：出現した成虫は幼虫の密度に関係なくすべて長廸型であった(タカチホマダラアブラムシ，
ニレマダラアブラムシ，ケヤキマダラアブラムシ，サルスベリマダラアブラムシ)．
第２型：親の廸型の両実験区とも低密度から羽化した成虫はすべて短廸型で，高密度になるけど長
廸型の割合が高かった(ク丿マダラアブラムシ)．
第３型：親の麹型の両実験区とも低密度から羽化した成虫はすべて無廸型で，高密度になるほど長
麹型の割合が高かった(マメアブラムシ，ムギヒゲナガアブラムシ)．
第４型：無麹型を親とした実験区では低密度から羽化した成虫はすべて無廸型で，高密度になるほ
ど長廸型の割合が高かった．長廸型を親とした実験区では羽化した成虫は密度に関係なくすべて無
槌型であった(ワタアブラムシ，モモアカアブラムシ)．
第５型：１年のうちある季節にはすべてのコロニーから羽化した成虫はすべて無廸型になった(マ
キノアブラムシ，ヨモギクギケアブラムシ)．
第６型：１年間密度に関係なく無麹型成虫だけが出現した(ウバメガシアブラムシ)．
キーワード：アブラムシの麹型，長麹型，短麹型,大無麹型
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